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(Society for Research on Biological Rhythms) のpresident
でもあるワシントン大学セントルイスのErik Herzog教


























10月11日 (金 ) には関連集会として，「概日時計の数理 : 
基礎となる考え方とその展開型」と題した時間生物学ト
レーニングコースが開催されました．体内時計研究にお
いて数理モデル構築は，非常に強力ではありますが，実
験屋にとってはなかなかハードルの高いアプローチで
す．本トレーニングコースでは日本時間生物学会を代表
する理論屋5名が数理研究の基礎と応用を分かりやすく
説明し，実験屋との距離を縮める良い機会となりました．
　今回の金沢大会では，大学院生や若手研究者の新規学
会員も大幅に増え，本学会を益々活気溢れるものとする
ことにも貢献しました．加賀藩の時代から学問の盛んな
この地より，時間生物学のさらなる可能性・発展の方向
性を発信することができたと思っています．
　最後になりましたが，本学術大会開催に際し，金沢大
学十全医学会のご後援，関係各位のご支援を賜りまし
た．心より感謝申し上げます．
